
し
て
い
る
の
か
。
w
変
わ
り
ゆ
く

高
齢
者
像
と
、
今
後
の
高
齢
者
福

祉
の
展
望
は
。
e
高
齢
者
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
3
全
国
的
に
ク
ラ
ブ
数

が
減
少
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
区

の
現
状
は
。
e
加
入
条
件
と
加
入

意
識
の
温
度
差
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、
そ
の
対
策
は
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
60
〜

64
歳
人
口
比
率
は
２
０
１
０
年
に

7.4
％
、
２
０
２
５
年
に
6.1
％
に
減

少
す
る
と
の
予
想
だ
。
団
塊
世
代

が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年

に
向
け
て
、
施
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
w
従
来
以
上
に
暮
ら
し

方
も
多
様
化
す
る
た
め
、
新
た
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
整
備
等

に
努
め
る
。
e
3
110
ク
ラ
ブ
で
会

員
数
１
万
２
千
名
だ
。
ピ
ー
ク
時

の
昭
和
62
年
に
比
べ
21
ク
ラ
ブ
３

千
名
の
減
だ
。
e
魅
力
あ
る
高
齢

者
ク
ラ
ブ
づ
く
り
な
ど
役
員
の
皆

さ
ん
と
知
恵
を
絞
っ
て
い
く
。
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尖
閣
諸
島
沖
に
お
け
る
中
国
漁
船
と
海
上
保
安
庁
巡
視
船
衝
突
事

件
に
お
け
る
政
府
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書

去
る
平
成
22
年
９
月
７
日
、
日
本
固
有
の
領
海
で
あ
る
尖
閣
諸
島
沖
に
お
い

て
、
違
法
操
業
中
の
中
国
漁
船
が
海
上
保
安
庁
巡
視
船
の
再
三
に
わ
た
る
停
船

命
令
に
応
じ
な
い
ば
か
り
か
、
巡
視
船
「
よ
な
く
に
」「
み
ず
き
」
に
意
図
的

に
衝
突
さ
せ
日
本
の
巡
視
船
に
損
害
を
与
え
た
。

こ
れ
は
11
月
５
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
し
た
映
像
で
明
ら
か
な
よ

う
に
、
国
際
法
お
よ
び
日
本
の
法
律
違
反
で
あ
り
海
上
保
安
庁
が
行
っ
た
中
国

人
船
長
の
逮
捕
は
極
め
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
那
覇
地
方
検
察
庁
は
当
該
船
長
を
処
分
保
留
に
よ
り
釈
放
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
中
国
は
日
本
に
対
し
謝
罪
と
損
害
賠
償
を
要
求
、
中
国
国
内
で
の
反

日
デ
モ
発
生
、
日
中
首
脳
会
談
が
直
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
対
応
が
品
川
区
民
の
み
な
ら
ず
、
日
本
国
民
が
も
つ
自
国
の
領
土
、

外
交
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
認
識
に
大
き
な
不
安
と
混
乱
を
招
い
た
。

そ
も
そ
も
尖
閣
諸
島
は
、
日
本
政
府
が
何
度
も
現
地
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、

明
治
28
年
（
１
８
９
５
年
）
１
月
14
日
の
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
日
本
領
に
編
入

し
た
も
の
で
、
こ
の
事
実
は
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
世
界
最
初
の
領
有
行
為
で
あ

る
。ま

た
、
大
正
８
年
（
１
９
１
９
年
）
に
は
中
国
福
建
省
の
漁
民
が
魚
釣
島
付

近
で
遭
難
し
、
同
島
に
避
難
し
た
31
人
を
住
民
が
救
助
し
、
全
員
を
中
国
に
送

還
し
た
。

こ
の
救
助
活
動
に
対
し
、
中
華
民
国
の
長
崎
駐
在
領
事
か
ら
大
正
９
年
（
１

９
２
０
年
）
５
月
20
日
に
感
謝
状
が
届
け
ら
れ
た
。
感
謝
状
の
中
に
は
、
尖
閣

諸
島
が
は
っ
き
り
、
日
本
の
領
土
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
中
国
側
は
尖
閣

諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
大
の
問
題
点
は
、
中
国
が
明
治

は
直
接
的
な
感
染
防
止
対
策
、
医

療
機
関
の
支
援
や
感
染
症
に
か
か

る
情
報
収
集
と
初
動
体
制
な
ど
を

担
い
、
区
民
生
活
に
対
す
る
大
き

な
影
響
や
混
乱
な
ど
を
防
止
す
る

分
野
に
つ
い
て
は
危
機
管
理
部
門

が
中
心
に
な
り
対
処
す
る
。
現
在

は
保
健
部
門
に
よ
る
通
常
の
監
視

体
制
に
あ
る
が
、
日
頃
か
ら
区
内

医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

計
画
は
必
要
に
応
じ
見
直
す
。

品
川
区
保
健
所
長

e
区
報
に

加
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
た
な
結

核
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
な
ど
だ
。

r
企
業
や
施
設
向
け
の
情
報
発
信

や
啓
発
資
料
の
整
備
に
努
め
、
患

者
発
生
時
に
は
、
接
触
者
検
診
な

ど
適
切
に
行
っ
て
い
る
。
t
福
祉

施
設
や
薬
剤
師
会
と
連
携
し
て
き

た
が
、
患
者
固
有
の
事
情
に
も
対

応
で
き
る
体
制
を
検
討
し
、
対
策

の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

武
蔵
小
山
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

q
市
街
地
整
備
基
本
方
針
に
よ

る
と
荏
原
地
区
の
将
来
の
都
市
像

を
活
力
と
生
活
感
の
あ
る
い
き
い

き
と
し
た
ま
ち
と
し
て
と
ら
え
、

林
試
の
森
公
園
周
辺
か
ら
平
塚
橋

周
辺
の
地
域
を
、
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー

ン
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

課
題
と
展
望
を
持
っ
て
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
く
の
か
。
w
「
む
さ
し

こ
や
ま
」
と
い
う
社
会
資
源
の
立

地
と
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
く
の

か
。
e
ま
ち
づ
く
り
体
制
の
現
状

な
ど
は
。
r
事
業
面
や
財
政
面
で

国
や
都
な
ど
と
の
連
携
は
。

区
長

q
商
業
集
積
を
生
か
し
、

新
た
な
文
化
的
な
機
能
の
整
備
に

よ
る
集
客
性
の
向
上
や
隣
接
す
る

商
店
街
と
の
有
機
的
な
連
携
な
ど

区
内
外
の
人
が
訪
れ
る
、
に
ぎ
わ

品
川
は
平
成
21
年
度
当
初
の
総
事

業
費
約
１
千
340
億
円
に
対
し
補
助

額
約
260
億
円
で
、
現
在
は
１
千
150

億
円
に
対
し
約
220
億
円
に
、
大
崎

は
21
年
度
当
初
の
総
事
業
費
約
270

億
円
に
対
し
補
助
額
約
27
億
円
で
、

現
在
は
270
億
円
に
対
し
約
35
億
円

に
推
移
し
て
い
る
。
景
況
の
変
化

に
対
応
し
た
設
計
見
直
し
等
で
工

事
費
の
低
減
を
行
っ
た
な
ど
だ
。

第
一
日
野
小
跡
は
（
株
）
テ
ー
オ

ー
シ
ー
の
駐
車
場
で
は
な
く
、
特

養
ホ
ー
ム
や
認
可
保
育
園
、
公
園

な
ど
住
民
要
望
を
第
一
に

q
Ｔ
Ｏ
Ｃ
へ
の
暫
定
貸
付
は
い

つ
ま
で
か
。
w
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ
ル
の
建

て
替
え
は
い
つ
か
ら
始
ま
り
、
何

年
か
か
る
の
か
。
e
貸
付
の
代
わ

り
に
Ｔ
Ｏ
Ｃ
が
負
担
す
る
第
一
日

野
小
学
校
の
移
転
経
費
と
は
何
を

指
し
、
金
額
は
。
r
校
庭
部
分
の

暫
定
貸
付
料
月
額
109
万
円
の
算
定

根
拠
は
。
t
Ｔ
Ｏ
Ｃ
の
都
合
を
最

優
先
し
た
計
画
は
見
直
し
、
住
民

要
望
の
強
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
の
増
設
を
求
め
る
。

企
画
部
長

q
平
成
22
年
９
月

か
ら
２
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。

w
早
期
着
手
の
意
向
で
、
工
事
期

間
は
10
年
程
度
だ
。
e
移
転
経
費

の
負
担
は
協
議
中
だ
。
r
不
動
産

鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価
に
基
づ

い
て
決
定
し
た
。
t
Ｔ
Ｏ
Ｃ
は
五

反
田
地
区
の
に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し

て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

設
計
画
は
。
w
待
機
児
解
消
と
は

認
可
保
育
園
を
希
望
す
る
全
員
が

入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
か
。

e
長
期
基
本
計
画
は
見
直
し
、
住

民
福
祉
の
増
進
を
柱
に
据
え
た
計

画
に
つ
く
り
直
し
を
。

区
長

q
杜
松
小
学
校
跡
地
に

平
成
26
年
度
を
目
途
に
小
規
模
特

養
ホ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
高
齢
者

施
設
等
を
整
備
す
る
。
w
待
機
児

童
を
一
人
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め
、

多
用
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

e
区
民
の
皆
様
と
と
も
に
つ
く
り

あ
げ
た
計
画
で
あ
り
、
見
直
し
す

る
考
え
は
な
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
不
振
　
破
た
ん

し
た
計
画
に
更
な
る
税
金
投
入
で

進
め
る
再
開
発
は
見
直
し
を

q
再
開
発
は
見
直
し
を
。
w
大

崎
駅
西
口
中
地
区
や
東
五
反
田
二

丁
目
第
２
地
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

3
保
留
床
の
販
売
状
況
は
。
e
参

加
組
合
員
が
取
得
し
た
保
留
床
の

販
売
価
格
総
額
等
は
。
e
北
品
川

五
丁
目
第
１
地
区
開
発
と
大
崎
駅

西
口
南
地
区
開
発
の
総
事
業
費
や

補
助
金
額
等
は
。
当
初
計
画
と
現

在
で
変
更
が
あ
れ
ば
そ
の
理
由
は
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
区
政
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り

な
が
ら
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

w
3
販
売
率
は
向
上
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
e
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
約
390
億
円
と
370
億
円
だ
。
e
北

と
な
ど
か
ら
協
力
す
る
こ
と
と
し

た
。
地
域
住
民
に
も
ご
理
解
を
得

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

温
暖
化
と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で

住
め
な
い
ま
ち
に
　
熱
中
症
対
策

と
ま
ち
を
冷
や
す
緊
急
・
抜
本
対

策
は
待
っ
た
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　

q
熱
中
症
対
策
と
し
て
3
特
別

な
支
援
体
制
を
。
e
在
宅
高
齢
者

等
に
対
し
予
防
策
を
。
4
低
所
得

者
へ
ク
ー
ラ
ー
電
気
料
の
特
別
補

助
等
を
。
5
生
活
保
護
世
帯
に
対

し
夏
季
加
算
を
。
6
小
中
学
校
の

特
別
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
。

w
ま
ち
を
冷
す
対
策
に
補
助
制
度

の
創
設
等
を
。
e
温
暖
化
等
の
対

策
と
し
て
3
超
高
層
ビ
ル
の
建
設

見
直
し
を
。
e
ビ
ル
建
設
に
対
し

植
樹
等
の
義
務
化
を
。
4
公
共
施

設
等
に
植
樹
を
。
5
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
利
用
拡
大
を
。
6
燃
や
す
ご

み
か
ら
資
源
化
に
切
り
替
え
を
。

t
電
気
自
動
車
の
循
環
ミ
ニ
バ
ス

等
を
。
g
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
の
啓
発
活
動
等
を
。

都
市
環
境
事
業
部
長

q
3
保

健
所
が
注
意
の
喚
起
を
図
っ
た
。

e
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
注
意
を
促

す
な
ど
だ
。
4
電
気
料
金
を
補
助

す
る
考
え
は
無
い
。
5
国
の
動
向

を
注
視
す
る
。
6
計
画
的
に
設
置

す
る
。
w
屋
上
壁
面
緑
化
や
雨
水

利
用
タ
ン
ク
設
置
に
対
す
る
助
成

等
を
行
っ
て
い
る
。
e
3
事
務
所

ビ
ル
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
原
単

位
は
減
少
し
て
い
る
。
e
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
な
ど
で
対
策
が
進
む
と

考
え
る
。
4
緑
の
拡
大
に
向
け
積

極
的
に
努
め
て
い
る
。
5
引
き
続

き
対
策
を
進
め
る
。
6
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
資
源
と
し
て
回
収
す
る

考
え
は
な
い
。
t
恵
ま
れ
た
交
通

環
境
に
あ
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

g
積
極
的
に
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

q
危
機
管
理
室
が
中
心
と
な
り

昨
年
度
実
施
し
た
、
強
毒
を
想
定

し
た
事
業
継
続
計
画
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成

の
支
援
な
ど
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
る
の
か
。
w
今
後

ど
の
よ
う
に
健
康
危
機
管
理
体
制

を
改
善
し
、
継
続
し
て
い
く
考
え

か
。
危
機
管
理
室
と
保
健
所
の
感

染
症
対
策
に
関
す
る
体
制
や
役
割

分
担
等
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
点

は
。
e
区
で
は
結
核
の
登
録
患
者

数
が
微
増
し
続
け
て
お
り
、
昨
年

は
都
を
上
回
る
罹
患
率
だ
。
結
核

を
過
去
の
病
と
せ
ず
、
知
識
の
普

及
啓
発
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
の
か
。
r
結
核
が
発
生
し
た
企

業
や
施
設
の
調
査
お
よ
び
結
核
患

者
を
支
援
す
る
体
制
は
。
t
結
核

患
者
の
長
期
間
の
服
薬
を
支
援
す

る
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
の
現
状
と
課
題
お
よ

び
今
後
の
展
望
は
。

総
務
部
長

q
全
庁
体
制
を
構

築
し
、
実
効
性
の
高
い
対
策
を
迅

速
に
と
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
発
動
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
実
践
的
で

貴
重
な
経
験
を
得
た
。
w
保
健
所

大沢　真一　議員（自民）

感染症対策について

区
長
も
選
挙
で
語
れ
な
か
っ
た
「
国
際
都

市
品
川
」

区
民
が
望
む
く
ら
し
と
福
祉

最
優
先
の
区
政
へ
転
換
を 安

藤
　
泰
作
　
議
員

（
共
産
）

い
の
あ
る
回
遊
空
間
の
形
成
を
め

ざ
す
。
w
林
試
の
森
公
園
や
パ
ル

ム
商
店
街
等
の
地
域
資
源
、
駅
周

辺
の
再
開
発
の
動
き
な
ど
地
域
の

持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
ま
っ
て

い
る
。
区
も
荏
原
地
区
を
象
徴
す

る
中
心
核
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

す
。
e
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、

ま
ち
づ
く
り
専
門
家
派
遣
事
業
等

で
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
立
案
な

ど
地
元
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

r
国
の
法
定
再
開
発
事
業
の
活
用

な
ど
で
、
今
年
度
よ
り
ま
ち
づ
く

り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
着

手
し
て
い
く
な
ど
だ
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
施
策
の
課
題

に
つ
い
て

q
区
内
団
塊
の
世
代
の
区
総
人

口
に
占
め
る
比
率
は
。
高
齢
者
福

祉
の
観
点
か
ら
い
か
な
る
分
析
を


